
 

 調査の概要 

 

暴露量調査は、水質38地点５物質、底質20地点２物質及び水生生物９地点３物質を対象に調査を行い、その概要は表２－

１のとおりであった。 

平成15年度の検出状況一覧表を表２－１に、検出下限値一覧表を表２－２に示す。なお、本調査における試料の分析は媒

体別に１分析機関（民間等）で実施した。 

 



表２－１　　　　平成15年度暴露量調査　検出状況一覧表 
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(注1) 網掛けは調査対象外の媒体であることを示す。

(注2) 底質においては、表２－２の検出下限値を下回る検出値についてはトレース値（tr）として記載した。

表２－２　　　　平成15年度暴露量調査　検出下限値一覧表 

(注1) 網掛けは調査対象外の媒体であることを示す。
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底質の分析値は乾泥換算であり、地点別の検出下限値に含水率の違いによる幅が生じたため検出下限値を
地点別の最大値とした。
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